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給水状況実績（直近5か年）

● 昭和12（1937）年
４月１日に給水開始

● 人口増加や都市の発
展に応じて事業を拡
張し、現在は全市域
が給水区域

● 給水人口は増加、一
人一日平均給水量は
減少傾向

●年間総給水量は近年
横ばい

（１－１）給水の状況

給水人口実績・給水量実績（直近10か年）

１ 水道事業の概要

R1 R２ R３ R４ R５

（2019） （2020） （2021） （2022） （2023）

給水人口 人 1,317,180 1,326,569 1,333,897 1,339,900 1,345,476
普及率 ％ 99.9 99.9 99.9 99.9 99.9
給水件数 件 616,125 623,234 632,846 641,383 648,361
年間総給水量 ㎥ 132,432,520 136,094,440 136,261,700 134,613,480 134,782,390
一日平均給水量 ㎥/日 361,837 372,861 373,320 368,804 368,258
一日最大給水量 ㎥/日 387,390 410,300 396,870 396,030 395,580
一人一日平均給水量 L/人/日 275 281 280 275 274
一人一日最大給水量 L/人/日 294 309 298 296 294
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１ 水道事業の概要

３
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２ 水道事業の概要
（１－２）水源・水道施設の状況
● 主に県営水道から受水した配水場からの水

と地下水を水源とする浄水場からの水を市
内全域に給水

● 主な水道施設として浄水場６か所・配水場
13か所

施設位置図
※南浦和浄水場は
令和３年度に休止

施設能力 534,400㎥/日
取水施設数 55井
浄・配水地容量 270,920㎥

市内合計

１水道事業の概要１ 水道事業の概要
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２ 水道事業の概要
（１－3）管路①
１水道事業の概要１ 水道事業の概要

耐震継手 一般継手

9 18,834 737 48 21 0 0 57 17 19,723

0 14,050 141 0 68 0 0 0 0 14,259

6,006 1,960,751 1,480,834 995 3,127 166,023 3,492 28,550 168 3,649,946
配水
本管

0 53,880 120,334 0 911 0 0 449 0 175,574
配水
支管

6,006 1,906,871 1,360,500 995 2,216 166,023 3,492 28,101 168 3,474,372

6,015 1,993,635 1,481,712 1,043 3,216 166,023 3,492 28,607 185 3,683,928

0.16 54.12 40.22 0.03 0.09 4.51 0.09 0.78 0.01 100.00割合
（％）

合計

配水管

送水管

導水管

石綿
セメント管

鋳鉄管水道管
ダクタイル鋳鉄管

総延長その他
ステン
レス管

ポリエチ
レン管

塩化
ビニル管

鋼管

（単位︓ｍ）

材質別管路延長（令和５年度末現在）

●水道管は導水管、送水管及び配水管で構成され
合計約3,684㎞（令和５年度末）

●材質別ではダクタイル鋳鉄管が大部分を占めており、そ
のうち半数以上が耐震性のある耐震継手です。
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２ 水道事業の概要
（１－3）管路②
１水道事業の概要１ 水道事業の概要

水道管の結合部分に隙間を持たせており、
地震の揺れにも水道管が抜けない構造に
なっています。

耐震継手
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総給水量 受水・自己水源割合（直近10か年）

● 総給水量の約９割が受
水水源、約１割が自己
水源

●自己水源はすべて地下
水

●渇水に備え、地下水源
は主に予備水源として
利用

（１－4）水源の構成
１水道事業の概要１ 水道事業の概要
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２ さいたま市水道事業長期構想（2021-2030）

2-1 イントロダクション 9
2-2 目的と位置付け 11
2-3 将来像と基本理念 12
2-4 基本施策 13
2-5 将来像達成のための課題 14
2-6 構想を実施するための施策 14
2-７ 投資・財政運営の基本的な考え方 16
2-８ フォローアップ 18

２ さいたま市水道事業長期構想（2021-2030）
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（2－1）イントロダクション（さいたま市民の水道への思い）①

２さいたま市水道事業長期構想（2021-2030）２ さいたま市水道事業長期構想（2021-2030）

どれも関心がない／わからない

その他

水道事業の民営化

水道事業の財政状況

家庭での節水方法

水道施設の地震対策

渇水や取水制限

水道料金の決め方・使いみち

大規模災害時の水の供給

水道水の味・におい

水道水の安全性水道水の安全性
水道水の味、におい

大規模災害時の水の供給
水道料金の決め方・使いみち

渇水や取水制限
水道施設の地震対策

家庭での節水方法
水道事業の財政状況

水道事業運営の民営化
その他

どれも関心がない／わからない

71.0
49.7

41.5
39.1

23.9
23.5

22.0

20.1
14.7

0.6
10.4

水道に関して
関心があること

平成30年度 第４回さいたま市インターネット市民意識調査 ９

（％）
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（2－1）イントロダクション（さいたま市民の水道への思い）②

２さいたま市水道事業長期構想（2021-2030）２ さいたま市水道事業長期構想（2021-2030）

82.4
49.2

43.0
40.4

13.6
11.8
11.3

7.9
7.3

4.3

10.4

安心して飲める安全な水
老朽化した水道管や施設への対応

大規模災害時の水の供給
渇水しない安定した供給量

水道管や施設の耐震化
水道事業経営の効率化

水道料金の支払い方法の拡充
専門性の高い職員の育成

再生可能エネルギーを活用した事業運営
取組内容の情報発信

利用者の意見・要望の収集
諸手続きの利便性の向上と窓口サービスの強化

水道事業運営の民営化
備蓄啓発用飲料水「さいたまの水」の販売

発展途上国への水道の技術支援
その他

特にない／わからない

35.7
19.2

6.9
5.4

4.5

0.9

今後さいたま市の水道事業で、
特に力を入れてほしいもの

平成30年度 第４回さいたま市インターネット市民意識調査 10

（％）
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（2－２）目的と位置付け
● 目的

・将来の人口減少、地震や近年の大型台風等による大規模災害の発生、さらには水道施設の更新

需要の高まりなどへ対応することが重要な課題となっています。

・これらの課題や社会状況の変化に確実に対応し、安全で強靭な水道を持続していくための基本

計画として、「さいたま市水道事業長期構想（2021－2030）」を策定しています。

経営戦略

２さいたま市水道事業長期構想（2021-2030）２ さいたま市水道事業長期構想（2021-2030）

長期構想と中期経営
計画を合わせて、総務
省通知における「経営
戦略」として位置付け

11
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将来像
市民とともに

〜常に信頼されるさいたま市の水道〜

４ 将来像と基本理念

▎基本理念

安全で信頼される水道
安定して水を送る強靭な水道
健全で持続的な水道

安 全

強 靭

持 続

２さいたま市水道事業長期構想（2021-2030）

（２－3）将来像と基本理念
２ さいたま市水道事業長期構想（2021-2030）
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４ 将来像と基本理念２さいたま市水道事業長期構想（2021-2030）

（２－4）基本施策
● 50年後、100年後

を見据え、安全・
安心な水道を安定
的に供給

●3つの基本理念と
５つの基本施策を
定め、計画的かつ
効率的な事業運営
を実施

２ さいたま市水道事業長期構想（2021-2030）
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４ 将来像と基本理念２さいたま市水道事業長期構想（2021-2030）

（２－5）将来像達成のための課題
２ さいたま市水道事業長期構想（2021-2030）

基本理念 基本施策 課　　　題

  老朽化した井戸の改良・更新
  水質基準値や水質管理目標設定項目の目標値に照らした原水の水質監視、浄水機能の確保
  自己水源の適切な利用規模の検討
  水安全計画に基づく水源から給水栓までの水質管理体制の強化
  貯水槽水道の水質管理への継続的な取組

  施設の老朽化に伴う更新需要の増加への対応
  水道施設の効率的な配置や適切な施設能力・規模へ更新を行う水道施設の再構築の推進
  更新需要の増大を踏まえた管路の老朽化対策の推進及びダウンサイジングの検討
  配水本管（口径400mm以上）の更新
  水道施設の耐震化の推進
  様々な災害に対応した応急活動体制の構築
  被災時の受援体制整備
  訓練等を通じた他団体、事業者、市民との継続的協力関係の構築

  ICTの活用を通じた更なる利便性の向上
  ICTを活用した広報・広聴活動の推進
  給水装置の管理区分についての継続的啓発
  次世代への広報活動の継続
  水道施設の効率的な配置や適切な施設能力・規模へ更新を行う水道施設の再構築の推進（再掲）
  様々な手法による事業効率化の検討
  中・長期的な財政収支見通しを踏まえた料金水準、料金体系の検証
  民間活力等による業務効率化の推進と技術や技能の蓄積・継承の両立

安全で信頼

される水道

安定して水

を送る強靭

な水道

健全で持続的

な水道

安全

安定

災害対策

サービス

基盤強化
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国際協力
推進事業

省エネル
ギー対策
事業

社会福祉
就労支援

事業

社会貢献
SDGｓ～

（２－6）構想を実施するための施策
２さいたま市水道事業長期構想（2021-2030）

基本理念 基本施策 推進する主な施策      事業名 

安全で信頼される 

水道 

安全  

安全な水道水の供給      

清浄な水源の確保・保全   地下水源整備事業 

水質管理の徹底 

  水質管理体制の強化 
  貯水槽水道管理啓発事業 
  直結給水普及促進事業 
  配水管内水質劣化防止事業 

安定して水を送る 

強靭な水道 

 

安定  

常に安定した水道水の供給  
安定した水量の確保 

  漏水調査・修繕事業 
  配水管整備事業 
  拠点施設整備事業 
  老朽管更新事業 
  地下水源整備事業（再掲） 

 

災害対策  

災害・事故対策の推進 

水道施設の耐震化   水道施設耐震化事業 

危機管理対策の推進 
  応急活動体制の構築 
  水道局危機対応集整備事業 
  災害時における相互連携・協力の推進 

健全で持続的な 

水道 

 

サービス  

お客さまサービスの充実  

質の高いサービス   お客さまサービスの向上 

積極的な情報提供の拡大   情報提供推進事業 
  広報・広聴推進事業 

基盤強化  

経営基盤の強化 

適正な財政とバランスの取れた
施設設備 

  水道施設の再構築の推進 

効率的な組織体制及び職員の
技術力向上 

  効率的な組織の構築及び人材育成 
  民間活力の活用の検討 

 

２ さいたま市水道事業長期構想（2021-2030）



16

３さいたま市水道事業長期構想（2021-2030）

投資について
施設の老朽化に適切に対応しながら、将来的
な水需要の減少に合わせた水道施設の再構築
を推進します。

●施設・設備の廃止・統合・合理化
（ダウンサイジング、スペックダウン）

●施設・設備の長寿命化等の

投資の平準化

２ さいたま市水道事業長期構想（2021-2030）
（２－７）投資・財政運営の基本的な考え方①

【ダウンサイジング】
将来的な水需要の減少に合わせて、
浄・配水場の統廃合や配水池容量の縮
小、管路口径の減少を行うこと。コストの検討・精査
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３さいたま市水道事業長期構想（2021-2030）２ さいたま市水道事業長期構想（2021-2030）
（２－８）投資・財政運営の基本的な考え方②

財政運営について
健全基盤の強化を進め、健全で持続可能な財政
運営を進めていきます。また、民間活力やICT
の活用等、効率的な事業運営に取り組みます。

●水道料金については、経営努力による支出の抑制、更なる効率

化を図りつつ、適切な料金水準を検証
●企業債について、アセットマネジメントや内部留保資金

の活用により、バランスの取れた財源調達を行う。

投資 財政

投資⇔財政

バランスの検討・精査
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２さいたま市水道事業長期構想（2021-2030）

（２－９）長期構想のフォローアップ

 成果指標（KPI） 目標 

➊ 水道施設

の整備に係

る指標 

水道管路の 

耐震化率 

年 1.1％増 

令和 12 年度 

61.8 ％ 

➋ 事業経営に

係る指標 
経常収支比率 110 ％以上 

 

２ さいたま市水道事業長期構想（2021-2030）

※１

※２
※１ 管路の総延長に対する耐震管の割合
（地震災害に対する管路の安全性・信頼性を示す）

※２ 経常的な収支がプラスかマイナスかをみる
指標（１００％を超えているとプラス）
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３ さいたま市水道事業中期経営計画（2021-2025）

3-1 目的 20

3-2 分野別主要事業の数 21

3-3 主要事業の達成状況（令和５年度） 22

3 さいたま市水道事業中期経営計画（2021-2025）
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（３－１）目的
● 中期経営計画は、長期構想（計画期間︓10年間）の実現を目指すため

に定めたものです。５年を一つの期間として、事業の計画的な実施及び
進行管理を行います。

● 事業経営の方針として、「主要事業」及び「投資・財政計画」を定め、
特に重点的に取り組むこととしています。

３さいたま市水道事業中期経営計画（2021-2025）3 さいたま市水道事業中期経営計画（2021-2025）
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３さいたま市水道事業中期経営計画（2021-2025）

【１.安全】 ５事業

【２.安定】 ４事業

【３.災害対策】 ４事業

【４.サービス】 ４事業

【５.基盤強化】 ４事業

合計 ２１事業

（３－2）分野別主要事業の数
3 さいたま市水道事業中期経営計画（2021-2025）
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４さいたま市水道事業中期経営計画（2021-2025）３さいたま市水道事業中期経営計画（2021-2025）

（３－3）主要事業の達成状況（令和５年度）①
3 さいたま市水道事業中期経営計画（2021-2025）

基本理念 基本施策 推進する主な施策 事業名 主要事業 評価
（２０２４年

清浄な水源の確保・保全 地下水源整備事業 5-1-1 深井戸の維持管理の推進 B
水質管理体制の強化 5-1-2 水質検査の精度及び信頼性向上 B
貯水槽水道管理啓発事業 5-1-3 貯水槽管理意識の向上 B
直結給水普及促進事業 5-1-4 給水の直結化の推進 B
配水管内水質劣化防止事業 5-1-5 水質劣化防止対策の推進 B
漏水調査・修繕事業 ５-２-１ 漏水防止対策の推進 B
配水管整備事業 5-2-2 配水支管整備の推進 B
拠点施設整備事業 5-2-3 浄・配水場の更新の推進 B
老朽管更新事業 5-2-4 老朽管更新の推進 B

水道施設の耐震化 水道施設耐震化事業 5-3-1 配水場の耐震化の推進 B
応急活動体制の構築 5-3-2 応急活動の推進 B
水道局危機対応集整備事業 5-3-3 水道局危機対応集の更新 B
災害時における相互連携・協力の推進 5-3-4 協定に基づく災害対応体制の連携 B

中期経営計画

安定した水量の確保【安定】

【災害対策】
危機管理対策の推進

強靭

水質管理の徹底
【安全】安全

長期構想
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３さいたま市水道事業中期経営計画（2021-2025）

〇評価A(予定より進んでいる）
達成率：１１０%以上

〇評価B（概ね計画通り）
達成率：９０%以上１１０%未満

〇評価C（大幅な遅れ）
達成率：９０％未満

３事業 １８事業 ０事業

（３－3）主要事業の達成状況（令和５年度）②

基本理念 基本施策 推進する主な施策 事業名 主要事業 評価
（２０２４年

質の高いサービス お客さまサービスの向上 5-4-1 オンライン手続きの拡充 A
5-4-2 水道管管理図の電子閲覧の導入 B
5-4-3 電話受付センターに関する情報提
      供の推進 B

広報・広聴推進事業 5-4-4 双方向コミュニケーションの充実 A
適正な財政とバランスの
取れた施設整備 水道施設の再構築の推進 5-5-1 水道施設の再構築の推進 B

効率的な組織の構築及び人材育成 5-5-2 人材育成・技術継承の推進 A
5-5-3 スマートメーターの試験的導入 B
5-5-4 委託業務の品質管理の充実 B

中期経営計画長期構想

【サービス】 情報提供推進事業
積極的な情報提供の拡大

持続

【基盤強化】効率的な組織体制及び職
員の技術力向上 民間活力の活用の検討

3 さいたま市水道事業中期経営計画（2021-2025）
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３ さいたま市水道事業中期経営計画（2021-2025）

4-1 水道を取り巻く社会情勢の変化と
今後の課題 25

４ 次期中期経営計画策定に向けて
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３さいたま市水道事業中期経営計画（2021-2025）

最近の出来事

水道を取り巻く社会情勢の変化と今後の課題

令和2年 コロナ緊急事態宣言
令和4年 ウクライナ侵攻
令和6年 能登半島地震、能登半島豪雨

水道整備・管理が厚生労働省から
国土交通省に移管、水道カルテ作成

令和7年 八潮市道路陥没事故
京都市水道管破裂による冠水事故等

新国土強靭化実施中期計画決定 0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

R1

（2019)

R10

（2028）

R20

（2038）

R30

（2048）

法定耐用年数超過管延長（Kｍ）

(㎞) (%)

法定耐用年数超過管延長（㎞）と率(%)

○ 施設の強靭化（自然災害発生時の安定給水確保）

○ コスト管理・安定経営の確保（経営資源の選択と集中）

○ 人材育成・技術継承(効率的な水道事業の運営）災害人材不足

法定耐用年数超過管率（％） 47.5%

7.6%

1,738㎞

279㎞

652㎞

1,328㎞17.8%

36.3%

○ 最近の急騰するコスト増への対応

収益の減少



令和7年7月10日（木）
第1回さいたま市水道事業審議会 資料2

水道事業の収支と投資・財政計画

さいたま市 水道局
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３さいたま市水道事業中期経営計画（2021-2025）

（１）水道事業の収支について 2
（２）収支の状況（Ｒ５年度決算） 5
（３）投資・財政計画について 6
（４）投資・財政計画と実績等の比較 7
（５）投資・財政計画の見直しに向けた課題 13

水道事業の収支と投資・財政計画
【目次】
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●水道事業は、水道料金を主要な収入源として、独立採算制で運営されています。
●水道事業の会計では、経営状況を明らかにする等の必要から、収支（収入・支出）が収益的収支（水道

水を届けるための収支）と、資本的収支（施設をつくるための収支）の２つに分かれています。

４ 水道事業の収支と投資・財政計画水道事業の収支と投資・財政計画
（１）水道事業の収支について①

＜水道事業における２つの収支のイメージ＞

収益的収支 資本的収支

収益的収入
（収益）

収益的支出
（費用）

資本的収入 資本的支出
給水収益
（水道料金）

等

企業債等

施設工事
費等

受水費、
修繕費、
減価償却
費等

※収益的収支は、水道の経営に関する
収入・支出であり、水道料金の算定
に係る原価の計算も、収益的収支を
基に行います。これが、全体で単一
の収支だった場合、各年度につくる
施設の規模等に影響を受けて、料金
の原価計算が難しくなります。
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資本的支出 収益的支出

n年度 n＋1年度 n＋2年度 n＋3年度 n＋4年度 n＋5年度

●２つの収支は、相互に関係しています。資本的支出であった施設等の取得額は、翌年度以降、水道水を
届け、収益を獲得するために役立つ期間（法定耐用年数）にわたり、改めて収益的支出（減価償却費）
に計上します。

●これは、水道水を届けるための収益的収支において、各年度にかかる費用と、対価としていただく収益
を対応させ、正確な経営状況を知るためです。

４ 水道事業の収支と投資・財政計画水道事業の収支と投資・財政計画
（１）水道事業の収支について②

＜減価償却のイメージ＞

※水道施設の法定耐用年数は、実際には40年など長期間となっています。（図は5年償却・残存価額なしのイメージ）

施設等の取得額を、収益獲得に役立つ期間へ割り当て、費用とする

減価償却費 減価償却費 減価償却費 減価償却費 減価償却費

（
施
設
工
事
費
等
）

施
設
等
の
取
得
額
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４ 水道事業の収支と投資・財政計画

＜２つの収支の関係性のイメージ＞

水道事業の収支と投資・財政計画
（１）水道事業の収支について③

●企業債（借金）を主な収入とする資本的収支は、構造的に支出に対して収入が不足します。この不足額
は、収益的収支から生じた利益や、減価償却費に伴い留保された資金※を使って補塡します。
※減価償却費は、費用として経理されながらも現金支出を伴わない（施設等の取得の際、既に現金支出をして

＿いるため）が、対応する水道料金等の収益は現金収入を伴うため、双方が経理されると、減価償却費と
＿同額の現金が、水道事業内部に留保されるもの。（以下「留保資金」という。）

施設をつくるためにかかった額
を、減価償却費として各世代間
に平準化する

収益的収支

お客様に水道水を届け、対価
として水道料金をいただく

資本的収支

借り入れた企業債等を元手に
施設をつくる（更新する）

生じた利益や、留保資金として
回収したお金を、施設づくりや
企業債償還の財源として使う
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（２）収支の状況（Ｒ５年度決算）

２ 水道事業の概要４ 水道事業の収支と投資・財政計画水道事業の収支と投資・財政計画
（金額は税込）

資 本 的 収 支

収支差引 ▲138億9,563万円
※純利益を基にした積立金や、減価償却費

に伴う留保資金等で補塡しました。

資本的収入
67億7,640万円

資本的支出
206億7,203万円

給水収益
（水道料金）

291億8,040万円

減価償却費等
93億2,783万円

企業債の利息
05億8,678万円

収支差引
56億3,727万円

人件費
26億2,429万円

受水費（水を買う費用）
84億3,207万円

その他収入
43億8,926万円

電力費や修繕費用等
69億6,142万円

収 益 的 収 支

収益的収入
335億6,966万円

収益的支出
279億3,239万円

税抜純利益 42億5,910万円
※純利益は、計画的な施設更新等の財源と

して使います。

企業債
59億3,400万円

収支差引（不足額）
138億9,563万円

企業債の償還金
43億5,396万円

配水管の整備等
に要する経費
施設整備費

144億 681万円

施設の改良等
に要する経費
設備改良費
19億1,126万円

その他収入
8億4,240万円
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（３）投資・財政計画について
●投資・財政計画とは、投資（施設をつくる）額とその財源の見通しを中心に、それ以外の収入・支出も

含めた上で収支が均衡する、中長期の収支計画のことで、経営戦略の中心となるものです。
●さいたま市水道事業では現在、令和3年度〜令和12年度の10年間の分を公表しています。
●水道事業は、収支の見通しをおおむね3年〜5年ごとに見直すよう努めることとされており、本市も次期

中期経営計画の策定と併せて、令和8年度〜令和12年度の投資・財政計画を見直す予定です。

４ 水道事業の収支と投資・財政計画

【収益的収支】 水道水を届けるための収支
純損益 経営の結果が、いくらの黒字（純利益）か赤字（純損失）かを表す

【資本的収支】 施設をつくるための収支
資本的収支不足額 資本的収入が支出に対して不足する額

財源（累積資金剰余） 資本的収支不足額を、純利益や減価償却費に伴う留保資金等の財源で補塡した後、
残った財源の残高（年度末時点）

企業債残高 施設をつくるために借り入れた企業債の残高（年度末時点）

水道事業の収支と投資・財政計画

＜主な投資・財政計画の項目＞
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※
Ｒ

当初予算

－

●中期経営計画額と、決算額・当初予算額との比較は、以下のようになります。
（単位：億円／税抜）

－ －

投資・財政計画（現行中期経営計画版）

627 658

Ｒ12

294

255

281

101

13

66

62

174

126

31

107

62

21 18

66 66

61 62

176 176

－

129 127

32 32

111 110

62 62

－ －

Ｒ10 Ｒ11

296 295

258 257

275 277

97 99

67

63

176

Ｒ８

299

260

275

94

24

72

68

182

－ －

9862

416438

95113

4747

114 118115

128

36

110

62

－

570

127

34

109

62

－

9862

422459

127

4646

123117

486 513 538 598 688

Ｒ３Ｒ３

310305

271266

決算

258270 259266

Ｒ４Ｒ４

304303

268265

301

263

271

Ｒ９

298

260

277

8687

5235

120

58

156177

73

5166

181190

8788

4537

91

3862

3557

96

21

305

266

285

93

21

91

88

191

 財源（累積資金剰余）

 純損益（純利益） 【Ａ－Ｂ】 24

75

72

203

143

40

128

75

264

271

89

32

76

303

項　　目

101

－

300

262

272

93

29

68

63

182

126

38

113

62

133

38

82

114

62

304

264

280

91

437 468 519

Ｒ７Ｒ６Ｒ５

133

44

126

9662

71

190

129

44

30

－ 31 35

89

43

67

59

193

 企業債残高（年度末）

 収益的収入 【Ａ】

 収益的支出 【Ｂ】

 資本的収入 【Ｃ】

 資本的支出 【Ｄ】

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

 （うち給水収益）

 （うち減価償却費）

 （うち企業債）

 （うち施設工事費）

 （うち償還金）

 資本的収支不足額 【Ｄ－Ｃ】

71

68

185

127

41

307

265

264

 （うち繰越工事分） 26

（４）投資・財政計画と実績等の比較【①財政収支／全体】

４ 水道事業の収支と投資・財政計画

●現行の投資・財政計画と、実績等の比較は、以下のようになります。

※表示単位未満四捨五入の関係で、差引が一致しない箇所があります。
※Ｒ８〜12の投資・財政計画は、次期中期経営計画策定に併せて見直す予定です。

水道事業の収支と投資・財政計画
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（４）投資・財政計画と実績等の比較【①財政収支／純利益・企業債残高】
４ 水道事業の収支と投資・財政計画

●経営の結果である純利益については、令和5年度まで実績が計画を上回ったものの、その後は物価上昇
による費用の増加等を受けて、計画を下回る見込みとなっています。

●施設をつくるための企業債は、令和7年度まで計画内の借入残高に抑えられる見込みです。

水道事業の収支と投資・財政計画

※Ｒ８〜12の投資・財政計画は、次期中期経営計画策定に併せて見直す予定です。
※
Ｒ

純利益 企業債残高

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 R12
(2021) (2022) (2023) (2024) (2025) (2026) (2027) (2028) (2029) (2030)

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 R12
(2021) (2022) (2023) (2024) (2025) (2026) (2027) (2028) (2029) (2030)

35
37

32 30 29
24

21 21
18

13

52

45
43

24
21

0

25

50

現行計画 決算（～R5）・予算（R6～）

438 459
486

513
538

570
598

627
658

688

416
422 437

468 519

0

200

400

600

現行計画 決算（～R5）・予算（R6～）

（億円） （億円）
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125.8 
123.6 

120.7 

117.5 
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経常収支比率

３さいたま市水道事業中期経営計画（2021-2025）水道事業の収支と投資・財政計画
（４）投資・財政計画と実績等の比較【②成果指標／財政基盤の健全化の推進】

望むべき方向

◆経常収支比率は、業務活動において、給水収益等の収益で、維持管理費や支払利息等の費用をどの程度
賄えているかを示す指標

19大都市※平均(R5)…109.9％
（本市は19大都市中６位）

※政令市（千葉市・
相模原市除く）に
東京都を加えた19
都市。以下同様。

（％）

（2016） （2017） （2018） （2019） （2020） （2021） （2022） （2023） （2024） （2025）
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水道管路の耐震化率
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３さいたま市水道事業中期経営計画（2021-2025）水道事業の収支と投資・財政計画
（４）投資・財政計画と実績等の比較【②成果指標／水道施設の再構築の推進】

望むべき方向（％）

19大都市平均(R5)…32.9％
（本市は19大都市中１位）

◆水道管路の耐震化率は、管路の総延長に対する耐震管延長の割合を示す指標
（2016） （2017） （2018） （2019） （2020） （2021） （2022） （2023） （2024） （2025）



11

給水収益に対する元利償還金の割合
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目標

実績

大都市平均

３さいたま市水道事業中期経営計画（2021-2025）水道事業の収支と投資・財政計画
（４）投資・財政計画と実績等の比較【③目標指標／財政基盤の健全化の推進】

望むべき方向（％） 19大都市平均(R5)…21.9％
（本市は19大都市中８位）

◆給水収益に対する（企業債）元利償還金の割合は、投資活動のために借り入れた企業債に係る返済負担
の相対的な大きさを示し、企業債発行額が事業規模に対して適正かどうかを判断する基準となる。

（2016） （2017） （2018） （2019） （2020） （2021） （2022） （2023） （2024） （2025）
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◆自己資本構成比率は、総資本（負債及び資本）における自己資本の割合で、財務の健全性を表す指標

自己資本構成比率
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55
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実績

大都市平均

３さいたま市水道事業中期経営計画（2021-2025）水道事業の収支と投資・財政計画
（４）投資・財政計画と実績等の比較【③目標指標／財政基盤の健全化の推進】

望むべき方向（％）

19大都市平均(R5)…71.4％
（本市は19大都市中５位）

（2016） （2017） （2018） （2019） （2020） （2021） （2022） （2023） （2024） （2025）
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※
Ｒ

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 R12
(2021) (2022) (2023) (2024) (2025) (2026) (2027) (2028) (2029) (2030)

100

200

300

400

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 R12
(2021) (2022) (2023) (2024) (2025) (2026) (2027) (2028) (2029) (2030)

100

200

300

400
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0 0

]

（億円）

（資本的支出）（収益的支出）

（５）投資・財政計画の見直しに向けた課題

水道事業の収支と投資・財政計画

●令和8年度〜令和12年度の投資・財政計画の見直しにおいては、埼玉県水道用水供給事業の料金値上げ
（21％）や物価・工事費の高騰等により、支出が大幅に増加することから、経営戦略として求められる
収支均衡（純利益の確保）を図り、必要な投資の財源を確保することが、大きな課題となります。
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今後の審議会の開催予定

名称 実施時期 議題等

第１回審議会（今回） 令和７年７月10日（木） ・委嘱、諮問（次期中期経営計画）
・水道事業と財政の現状
・長期構想及び現行中期の評価

第２回審議会 令和７年８月27日（水） ・次期中期主要事業の見通しの審議
・次期投資・財政計画の見通しの審議
・次期中期経営計画の方向性の審議

第３回審議会 令和７年10月24日（金） ・次期中期経営計画の案
・答申案の審議確認

審議会からの答申 令和７年10月24日（金） 市長へ答申

戦略会議への付議 令和７年11月 次期中期経営計画（案）の報告

第４回審議会 令和８年１月 次期中期経営計画（素案）の報告

議会への報告 令和８年２月 2月定例会

公表 令和８年３月


